






要約  クレチン症マススクリーニングにおける検査システムについて,初回即精検となっ

た場合の連絡体制に重点を置き全国調査した。全国のスクリーニング検査機関 53 施設を

対象に調査を行い,50 施設(94.3%)から回答を得た。その結果,初回即精検対象者であって

も,実際に精査機関を受診するまでに要する日数には,施設間でかなり隔たりがあることが

わかった。受診が遅くなってしまう要因としては大きく 2 つ上げられる。 1 つは,生後 5

日頃に採血された検体で比較しても,施設によっては結果判定が遅いこと, 2 つめは,判定

後の連絡開始に関しては,数施設を除き速やかに行われていたが,連絡から受診までの間に

手間取ってしまう施設があることである。また今回の調査によって,連絡までは検査機関

側の仕事として行うが,精検受診日の確認まではできていない施設が 11 施設あった。それ

らには,フォローアップは行政側の仕事と位置付けている施設等が含まれている。近年,

「受診及び治療開始の遅れが児の知能予後に悪影響を及ぼす」ことが指摘されていること

から,連絡体制を含めた検査システムの改善により,早期発見・早期治療に寄与することの

重要性が示唆された。


